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卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシー)
学位:修士(スポーツ健康指導)
「スポーツ健康領域における専門性の高い理論、指導技法および
実践法を修得し、少子高齢化社会におけるスポーツを通じた健康
の維持および増進に寄与する高い実践能力を有するスポーツ健
康指導者を養成する」という本研究科の目的を達成するため、下
記の通り修士課程修了までに修得すべき能力を定める。これら
の能力は、研究科の所定単位修得と課題研究論文審査および試
験の合格により、その達成を判断し、学位規則に従い修士（ス
ポーツ健康指導）の学位を授与する。

教育目標：修了までに修得すべき能力
①スポーツ健康指導者に不可欠な専門的知識
②スポーツ健康指導者としての指導・実践能力と人間形成に関わ
る思考や経験知

③子どもおよび高齢者を対象としたスポーツ健康指導の実践能力
④研究テーマを考え、研究を行う一連の過程で培われる能力

卒業認定(修了)・学位授与
下記の要件をすべて満たす学生は修士の課程を修了したものと
認める。
①本研究科に2年以上在学すること。ただし、特に優れた業績を
上げた者については、本研究科に1年以上在学すれば足りるも
のとする。

②定められた履修要件によって必修科目・選択必修科目を含む
30単位以上を履修すること。

③必要な研究指導を受け、課題研究論文を提出し、審査および試
験に合格すること。

※職業を有しているなどの事情により、2年を超えて一定の期間
にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する
学生がその旨を申し出た時には、長期履修学生として認める。

単位修得
教育課程から、必修9科目18単位、選択科目17科目から12単位以上
を含む合計30単位以上を修得することが必要である。

課題研究作成
＜健康社会分野＞、＜身体構造と運動機能分野＞および＜スポーツ健康
指導分野＞のいずれかの領域の教育研究を十分に担当できる専任教員
のもと、課題研究成果となる課題研究論文作成を行う。

課題研究論文審査
①課題研究論文審査委員会の設置
　課題研究論文を審査するための機関として、研究科長を委員長とす
る課題研究論文審査委員会を研究科内に設置する。委員長は、提出
された課題研究論文毎に、課題研究を担当する専任教員から審査委
員2名を選出する。当該学生の研究指導者以外の委員1名を主査と
し、研究指導者を副査とする。

②審査方法
　所定の期日までに提出された課題研究論文を評価する。評価項目は、
研究の独自性、構成力および表現力とする。さらに、面接審査を行い、
その内容を問う。

③審査結果
　課題研究論文の審査結果は合格、不合格または再提出とする。
④再提出
　課題研究論文に不備がある場合には、再提出とすることがある。再提
出は、指摘された問題点を修正し、2週間以内に行うものとする。再提
出された課題研究論文は通常の課題研究論文審査方法に準じて評価
される。

面接試験
提出された論文に関し、研究目的、方法、結果、考察、今後の課題等に関
連した質疑応答により、研究の独自性、構成力および表現力の観点か
ら、複数の教員によって評価される。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
本研究科では、ディプロマ・ポリシー達成のため、またスポーツ健康領域における専門性の高い理論、指導技法および実践法を修得し、少子高齢化
社会におけるスポーツを通じた健康の維持および増進に寄与する高い実践能力を有するスポーツ健康指導者を養成するという研究科の目的を達
成するため、以下の方針に基づき教育課程を編成・実施する。

教育課程
①「スポーツ健康基本科目」において、スポーツ健康指導者に不可欠な、現代社会における健康の諸問題や身体構造と運動機能に関する科目を配
置している。ここでは「身体運動機能特論」、「人体構造学」、「健康社会学特論」を「必修科目」としている。

②「スポーツ健康指導科目」において、スポーツ健康指導に必要な理論、指導技法および実践法を修得するための科目を配置しているのみならず、
自己の人間形成に関わる思考や経験知を修得するための科目を配置している。身体機能の発達とトレーニング、身体機能の老化と運動訓練の
観点から指導できる指導技法および実践法を重視した科目を配置している。ここでは「コーチング特論」、「健康教育特論」を「必修科目」としてい
る。また、研究科の特色である地域との協同を基軸とした「高齢者スポーツ演習」、「ジュニアスポーツ演習」を配置している。

③「研究指導演習科目」において、研究テーマを考え、研究を行い、その一連の過程で培われる能力の修得のための科目を配置している。
④長期履修（3年～4年）の場合は履修期間に応じて指導体制を整えている。

本研究科では、成績評価の公正さと透明性を確保するため、シラバスに記載する成績評価基準・方法等ならびに学則、規程等に定める所定単位修
得、課題研究論文審査および試験により学修成果を評価し、その客観性を担保するため、複層的な積み上げによる多面的・総合的な成績評価を実
施する。

カリキュラムマップ（スポーツ健康指導研究科）
科目区分

スポーツ健康
基本科目

スポーツ健康
指導科目

研究指導
演習科目

※健康社会学特論
人間学特論

スポーツ栄養学特論
運動発達特論

※コーチング特論
身体運動指導演習

ジュニアスポーツ演習
健康増進プログラム演習

※スポーツ健康テーマ演習Ⅰ

運動技術演習
キャリア形成演習

※課題研究Ⅰ

保健体育科教育特論
健康施策特論

※課題研究Ⅱ※スポーツ健康テーマ演習Ⅱ

健康運動学特論
健康体力特論
解析統計学演習
※人体構造学特論
※身体運動機能特論

※健康教育特論
地域調査法

キャリア形成特論
体力評価演習

高齢者スポーツ演習

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

スポーツ健康指導研究科　スポーツ健康指導専攻修士課程

※必修科目
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